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研究室紹介

　第 3研究棟 RI研究施設内の1階にある研究室を紹介
します．私自身は，平成 7年に埼玉医科大学に赴任致
しましたが，東京大学第三内科（現糖尿病・代謝内科）
以来継続している糖尿病の遺伝子解析研究を行ってい
ます．赴任当初は遺伝子解析の装置・設備もあまりあ
りませんでしたが，片山茂裕教授（現病院長）のご配慮
もあり，いち早くキャピラリーシーケンス装置などを
配備するなど徐々に研究体制を整えて参りました．平
成 11年の中央研究施設 RI部門主任時にRI研究施設内
の旧臨床アイソトープ検査室を共同利用の研究室とし
て整備して，現在では遺伝子解析および糖尿病全般に
関する研究室として運用しています．
　遺伝子解析研究に関して，学内では眼科（米谷新教
授・森圭介准教授），ゲノム医科学（岡崎康司教授）の
各教室と，学外では日本人 1型糖尿病遺伝子共同研
究グループの各大学・病院（山梨大学，近畿大学，長
崎大学など）と共同研究を行っています．当研究室で
は，これまでに栗原進講師，井上清彰講師（現総合診
療内科兼担），大久保智子助教，根田保助教（現総合診
療内科兼担），山下富都助教，飯塚裕幸助教（RI部門），
宮下由美助手（RI部門）らとともに，1型糖尿病，糖尿
病網膜症，加齢黄斑変性を中心として解析を行って
きました．たとえば，VEGF遺伝子多型と糖尿病網膜
症との関連を報告した論文（Diabetes 2002;51:1635-9）
はこの分野の嚆矢として220回以上引用されるに至っ
ています（Scopusによる）．1型糖尿病に関しては，現
在は共同研究としてゲノムワイド関連解析を行うと
ともに，次世代シーケンスによりまれな変異の解析を
行っています（本年の日本糖尿病学会のシンポジウム
で発表予定）．
　また，平成 12年には犬飼浩一准教授（現 RI部門兼
担），平成 21には小野啓講師が研究室に加わり，幅広
く糖尿病の研究を行える体制となっております．犬飼
グループは，培養細胞，実験動物，さらには，2型糖

尿病患者さんの血清などを材料として，主に，2型糖
尿病の成因やその合併症（特に動脈硬化）に関与する
蛋白質，特に脂肪細胞から分泌されるアディポサイト
カインの働きを，遺伝子工学的手法を用いて究明する
ことを目的とした研究を，今井健太助教，池上裕一助
教，伊藤大輔助教らと行ってきており，国際英文誌に
論文を発表しアメリカ糖尿病学会で口演発表を行うな
ど実績を上げています．
　小野グループは，インスリンがなぜ血糖値を下げる
のか，2型糖尿病の患者さんではなぜその仕組みが障
害されているのかについて，主にラットやマウスを
用いて研究をしています．最近，糖尿病の病態にも視
床下部の機能障害が関係している可能性が指摘されて
おり，小野講師はこの領域の国内の第一人者です．糖
尿病の治療薬がどの臓器にどんな仕組みで効いている
のか．これらを研究することで，2型糖尿病の原因を
つきとめ，より原因治療のできるような新しい薬や治
療法の開発に繋げることを目標として，住田崇大学院
生とともに積極的に取り組んでいます．
　これまでに，一流国際英文誌（インパクトファク
ター 5.0点以上）に共同研究を含めて20編以上の論文
を埼玉医科大学から発信していますが，今後とも埼玉
医科大学の研究活動の向上に少しでも貢献できれば
幸いです．医学研究に興味がある若い先生方の参加を
お待ちしています．
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